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研究成果の概要（和文）：本研究では、東アジアと東南アジアそれぞれの境域における在地トラ

ンスナショナル・アクターの移動と生活実践に関するデータを収集し、同時に彼らの移動をめ

ぐる社会ネットワークの形成・再編の様式をミクロ・メゾ・マクロなレベルで比較検討するこ

とを試みた。その具体的事例に基づく考察では、移動生活を実践するための生態環境や、国家

体制、国境の歴史の深浅が両境域間で明白に異なり、その差異がトランスナショナルな生活実

践のあり方やその歴史的展開の違いとして現れていることが示された。 

 
研究成果の概要（英文）：This research project aimed to examine and compare the dynamics 
of historical process in which the transnational communities have been formed or 
reorganized at the peripheries in East Asia and Southeast Asia. Based on data on migrations 
and social practices of the transnational actors, we attempted to show the characteristics 
of their social networks at micro, mezzo, and macro level. The case studies revealed that 
we may well contrast the patterns of (re)formation of the transnational communities in 
the two studied areas, when we understand the differences of ecological setting as well 
as historical meaning of nation-state between the two areas. 
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人・物・情報の流動化にともない、東アジア

および東南アジアでも、様々なレベルの組織

や団体が急速にトランスナショナルな性格を

帯びるようになった。注目されるのは、エス

ニシティや宗教を紐帯とする在地の（ローカ

ルな）コミュニティでさえも、しばしば異な

る国家に属する成員によって構成され、複数

の国家に跨る関係を内包するようになってい

ることである。さらにそうした在地コミュニ

ティのトランスナショナル化、国際的に行動

するアクターは、国際交通網の発達した拠点

都市のみならず、地理的政治的周縁において

も顕著にみられるようになっている。 

トランスナショナル・コミュニティに関す

る考察は、アジアの周縁世界における民族や

宗教のダイナミクスを理解するうえで重要な

学問的意味を持つようになっている。 

 また、従来、日本における文化人類学の地

域的研究は当該地域内については研究者相互

の研究交流が行われていたが、トランスナシ

ョナル化はその地域をも超えており、研究対

象のそうした動きに合わせて研究主体の側も、

地域研究集団間のボーダーレス化を進めるこ

とが求められている。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は、東アジアと東南アジアに

おいて、その境域―― 主に国境地域に位置す

る地理的・政治的周縁―― における、エスニ

シティ、宗教それぞれを紐帯とした在地のト

ランスナショナル・コミュニティの生成・再

編過程ならびにその制度的背景を、これらの

地域において国民国家の枠組みがほぼ現在の

ものになった1960 年代から現在までの50年

ほどの時間幅で比較考察することである。 

 文化人類学的な東アジア研究では、韓国・

朝鮮研究と台湾研究はそれぞれ地域別に学

会・研究会があり、その地域を超えた研究交

流を促すこと。東南アジア研究では複数国に

跨る、より広い地理空間を対象とする研究展

開が実施されてきた。 

東アジア研究と東南アジア研究を交差させ

ることを通じて、それぞれの地域で確立して

きた基礎的な用語・概念や方法は、東アジア

境域および東南アジア境域というより広い視

野の中で妥当性を有するか、もし妥当でなけ

れば、それに代替するものが何であるかにつ

いて、理論的考察を行う。 

 

３．研究の方法 

 

【個別研究】 

研究期間は3 年、主たる方法はフィールド

ワークと史資料調査である。具体的には、各

メンバーは、①東アジアの境域としては、日

韓境域（福岡・下関、韓国南岸）、日台境域

（沖縄、台湾）、中台境域（中国沿海地区、

台湾）を、②東南アジアの境域としては、フ

ィリピン・ミンダナオ島南東岸、マレーシア・

サバ州東岸、インドネシア・北スラウェシ州

を調査地として、以下の三つの課題に関する

調査を実施した。 

(1) 〔制度的背景〕 国籍・市民権、住民登録、

出入国管理に関する制度・政策とその変遷。 

(2) 〔複数国家に跨るエスニック・コミュニ

ティの生成・再編〕 成員の越境生活実践の展

開、跨境ネットワークの形成、成員間でのエ

スニック／ ナショナル・アイデンティティの

再構築。 

(3) 〔異なる国籍を持つ成員からなる宗教コ

ミュニティの生成・再編〕成員および指導者・

知識人の越境宗教実践の展開、跨境ネットワ

ークの形成、成員間での宗教的権威と秩序の

再構築。 

本研究は、これらの課題を明らかにし、さ

らに二つの境域間でのそれぞれの課題に関す

る異同を比較検討することにより、アジアの

境域におけるトランスナショナル化を契機と

した民族と宗教の動態について、その地域性

ならびに普遍性を提示することを試みた。 

 

【研究交流】 

(1) 個別研究の成果を各メンバーが持ち寄

り、毎年、研究フォーラムをもつ。この際に

非メンバーである研究者の参加も勧誘するこ

とで、研究内容の普遍化に資するとともに、

研究ネットワークの拡張をはかった。 

(2) 本研究は東洋大学アジア文化研究所を

研究拠点としているため、上記の研究フォー

ラム等は東洋大学で開催された。他方、松本

や研究分担者は、調査対象国においても境域

社会の動態に関するワークショップ等の研究

集会を開催し、現地の研究者や知識人と調査

の知見や研究成果に関する意見交換を行うよ

う努めた。 

 
４．研究成果 
 
（1）基本概念について 
 「‘transnatonal’の語は 20 世紀からの
語で、当初は政治・経済・宗教などの国境を
越えた拡張、拡張主義に対して用いられてい
たのが、近年はグローバル化の状況の中で、
個人や家族の生活展開における動き（国境を
跨いだ生活）に対して用いられるように変わ
ってきていると言え」るようである［松本 



 

 

2011］。これまで多国籍企業や国際的 NGO、国
際犯罪組織などは、トランスナショナルな行
為者（transnational actor）として対象視
されてきたが、それ以外の、普通の家族・親
族や宗教団体の中に、跨境生活者、跨境活動
者が多く出現している。こういう人々には文
化人類学や社会学の方法で接近するのが相
応しい。こういう文脈で「跨境人」の語を使
用し始めている。 
 transnational family の例は、フィリピン
の事例がいち早く研究報告されているが、わ
れわれの対象とした、アジアの他の地域でも、
国際的な交通・通信手段の発達・普及により、
国境を跨いで機能する、「修正核家族」
（modified nuclear family）や、小規模な
家族経営事業・宗教活動なども活発化してい
る事例を見い出している。また、こうした国
際的往来層の中も、比較的富裕な層と貧困層
とに階層化が見られる。 
 
（2）研究方法 
 トランスナショナル・アクターを対象とす
る研究方法をいろいろ試してみた。移動的な
対象を研究者がフィールドワークにより把
握する方法は、従来の静態的コミュニティ調
査を基本としながらも、そのコミュニティに
住んでいない他出メンバーについても、対象
化する努力が必要となる。移動経験者への聴
取、移動アクターの移動に研究者が同行して
観察する方法（国際移動に研究費で同行する
のは難点がある）や、移動経路の途中に待ち
構える方法（偶然性に左右される欠点が多
い）などの応用も過去の研究になくはない。
日本における文化人類学的な移民研究史の
中で泉靖一・蒲生正男などの、母社会と海外
移民地の両社会を対象とする研究方法は、政
策により為された集団的移民を選定してい
たが、今日の TA は個々に移動するものが多
い点で、対象選定の経緯が異なって来る。GPS
を利用した機器を移動者に持ってもらい、移
動経路を追跡するという方法も可能になっ
ている（研究倫理面の問題がある）。 
 
（3）海上交通環境条件の比較 
 東アジアはモンスーン地帯で、その海上交
通は強い風の影響を受ける。黒潮など潮流の
影響もあり、たとえば日韓境域は黒潮分流が
対馬に向かうが、対馬の南北の海峡で流路が
狭められて潮流はいちだんと速くなる。暴風
雨でなくとも、非動力船では渡海は容易・安
全とは言えない。それに比して、東南アジア
南はモンスーン地帯から外れ、マレーシア・
フィリピン・インドネシアに挟まれた海域は、
台風発生海域より南にあり、そこの「海民」
サマ＝バジャウの知識人によると、嵐は年間
ほとんどなく、静かな海であるという。 
 

（4）国境史の比較 
 東アジア境域中、日韓境域については、遅
くとも古代には辺境警備のための防人が置
かれ、その後、中央統制の弱化した時代もあ
ったが、国境線が陸地の外れに在るか、沖合
海上に在るかの観念はともかく、国境の歴史
は古い。 
日本が台湾・朝鮮などを植民地化した期間、

「帝国」の範域は一時期広まったが、日中戦
争・太平洋戦争の後、縮小した。この植民地
期を挟む時期の影響を受けている生活史を
聞きとる場合は、対象とする時代は、当初想
定していた「最近 50年間」という期間より、
古く遡って聞く必要がある。 
日本-韓国、日本（沖縄）-台湾、台湾-中

国の間の国境史、現代の出入国管理の歴史は
それぞれ異なり、一概には言えないが、密
航・密輸は厳しく取り締まる対象である。 
 一方、東南アジア境域中の対象３国につい
ては、欧米の植民地時代が長く、第二次大戦
後にそれぞれ独立した。現代の国民国家の歴
史も比較的浅く、サマ＝バジャウ人にとって
は生活海域に国境線が引かれたという経緯
がある。彼らにとって国境は「緩い」もので、
移動の障壁にはなっていない。 
 
（5）研究集会 
研究フォーラムとして、初年度に東南アジ

ア境域を、2 年次に東アジア境域を、3 年次
に東アジア境域と東南アジア境域を比較す
ることを、それぞれ課題として主催し、その
成果を白山人類学研究会『白山人類学』誌各
号に特集として掲載し、公開した。 
① 「特集：東南アジア海域世界の社会史再
考――サマ・バジャウ人の視点から（英文）」
『白山人類学』第 13号、2010年 3月発行 

② 「特集：台湾をめぐる境域」『白山人類学』

第 14 号、2011年 3 月発行 

③ 「特集：跨境コミュニティにおけるアイ

デンティティの持続と再編――東アジアと東

南アジアからの展望」『白山人類学』第 15 号、

2012年 3 月発行 

 日韓境域において、松本および研究協力者

の井出弘毅・宮下良子は、釜山と下関で現地

研究者とのワークショップ「日韓境域の人と

文化」を開催した。釜山ではドンア（東亜）

大学校（2011年 8月 25日）、下関では東亜大

学東アジア文化研究所（2011 年 8 月 27 日）

を会場に、東洋大学アジア文化研究所との共

催の形であったが、現地研究者との意見交換

を通じて有意義な時間を持った。 

 これ以外に、他研究計画と連携してメンバ

ーが参加した研究集会は多数ある。 

 

（6）フィールドワーク 

 【東アジア】 



 

 

①2009年度 

日韓境域：松本・井出弘毅が韓国・巨済島等

における、内外韓国人の移住と生活史に関す

る調査。 

日台境域：松本・植野と研究協力者・山本須

美子が台湾・花蓮市における八重山諸島―台

湾間の戦後期の人口移動と、そのネットワー

クの観光資源化に関する調査。 

中台境域：後藤が台湾および香港における祭

祀公業の越境的展開に関する調査。 

②2010年度 

日韓境域：松本が韓国南岸島嶼を拠点とする

韓国人の域外移住ネットワークと生活史に関

する調査。 

日台境域：植野・渡邉（連携研究者）が台湾

・沖縄間における第二次大戦前後期の越境移

動ネットワークの持続性に関する調査。 

中台境域：後藤が台湾における祭祀公業の越

境的展開に関する調査。 

③2011年度 

日韓境域：松本が福岡・下関、佐世保、韓国

南岸・巨済島を調査。 

日台境域：植野が台湾東北岸、沖縄を調査。 

中台境域：後藤は台北、広州・深圳で「両岸

関係法」の運用に関する調査を行なった。 

 

【東南アジア】 

①2009年度 

長津はマレーシア・サバ州における跨境ム

スリムコミュニティの再編とアイデンティテ

ィの動態に関する調査。 

渡邉（連携研究者）はフィリピン・マニラ

におけるムスリムの近隣諸国と中東諸国への

越境移動に関する資料調査。 

②2010年度 

長津はインドネシア・東南スラウェシ州な

どを拠点とする海民の越境漁業の展開、なら

びにイスラーム知識人の国際ネットワークの

在地社会への接合に関する調査。 

青山（連携研究者）はフィリピン・ダバオ

市のサマ人集落における越境的宗教実践の展

開と社会的不平等の拡大に関する調査。 

赤嶺（連携研究者）は、国内において、環

境NGOによる国際的海洋資源管理とその国際

ネットワークの展開に関する資料調査をおこ

なった。 

③2011年度 

長津は、マレーシア・サバ州国境域、半島部

スランゴル州の移民コミュニティを東南アジ

アの境域として取りあげ、宗教や民族のネッ

トワーク、あるいは自然資源利用を通じて形

成されたトランスナショナル・コミュニティ

の動態に関する調査成果をまとめた。 

青山（連携研究者）はフィリピン・ダバオ市

のサマ人集落において、主観的意識に基づく

不平等観調査を実施した。 

 

（7）今後の研究課題 

 次（「５．」）に示すように研究成果の報告は

活発に行ってきたが、(6)のように多岐にわた

り展開したフィールドワーク・デスクワーク

等を通じて、多数収集した民族誌的資料・文

献資料・電子データ中に未整理なもの、異な

る活用が期待されるもの等々が残っており、

この語の研究展開の中で活用していきたい。 

 国際的に活動する企業に対して、国連では

グローバル・コンパクトをまとめ、「10原則」

を打ち出したが、「跨境人」として新しいコス

モポリタニズムのありようはどのようなもの

をモデルとしうるか。国境を超えた広がりの

中での市民論、multicultural manner 論など

での議論も参照しながら、多様なアジアの事

例を把握していくことを重要と考えている。 
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